©創通•サンライズ 


ZEON 

承 


MS-14A GELGOOG 

PRINCIPALITY OF ZEON MASS PRODUCTIVE MOBILE SUIT 



1/10 0 scale MASTER GRADE M S -14 A GELGOOG Ver.2.0 


露， 

ドロー 


ジオン公国軍 

汎用モビルスーツ 

MS -14 A 量産型ゲルググ Ver .2.0 

1/100スケールマスターグレードモデル 


08 MADE IN JAPAN 


豪琴霣の完成 a は.耋 s してあリます. 


BAN 

DAI 

0151918 





PRINCIPALITY OF ZEON 


ジオン公国 MS 開発史 




ザクの汎用性が行き着く先 


ゲルググは、ザクに代わるジオン公国軍の新たな主力 MS (モビルスーツ）として開発された。一年戦争の期間中に置産された MS の中で、 
MS -14 A ゲルググは「最高の"完成度”を持つ嫌体である J と評価されている。 


"完成度，’を i 

U.C.0079 年に勃発した“一年戦争”の末期に実戦投入されたゲルダグは、この期間に置産された MS の内でI最も優秀な機体であると言われている。地球連邦粟に先んじ 
て MS の開発に成功した公国軍が、連邦重の“ RX-78 ガンダム”を超えるべく、その威信を賭けて開発したのがゲルググなのである。この機体は、それまでに蓄積された MS 
開発に関連するノウハウの全てを投入し、ビーム兵器の摞準装備という新たな It 関をクリアしている。生産性をも含めた卜-タルな意味での“工業製品’’としてゲルグダを 
捉えれば、ガンダムのように単檐での大気图突入こそできないものの.実質的には凌駕していたと言っても過言ではない。攻守共にバランスのとれた設計と、ザクを上回る 
汎用性の高さに加え、オプションの換装も容易で整備性も良好であり、ほぼ链改造で重力下での稼®も可能であった。これほどのスペックと生産性を持ちながら、実戦に投 
入されたのが戦争末期であったため、戦局に与えた彩響は徴々たるものだった。また、戦 M の長期化に伴うベテランパイロットの喪失によって、学徒觔霣兵など練度の低い 
パイロットを搭乗させざるを得なかったジオン公国の人的資源の不足など、運用面における状況は必ずしも万全なものではなかったため、基本性能ではジムを大きく上 
回るにも関わらず.大きな戦果を挙げる票はできなかったとされている。無論、当時の情勢を鑑みれば、 MS の性能がジオン公国の敗北を覆す要棄とはなり難いが、逆に言え 
ば、だからこそ、•優秀なパイロットのもとに適正に配備されていれば……"あるいは"多くのベテランパイロットを喪失していなければ……”と思わせてしまう檐体である 
事は否定できない。「あとーヶ月配備が早ければ、歴史を塗り替えていただろう」というのは、むしろ、連邦サイドからの評価なのである。 


ゲルググの開発 • 量産は国を上げた 


‘合同事業” 

::意識した譫体であ 


で©つた 


ゲルググは、言うまでもなく連邦軍が開発した“ガンダム"を強く意識した嫌体である。そのため、ビーム兵器の搭載か携行が必須とされた。 
それを実現するため、公国軍は自国の企業間の垣根を取り払い、軍自らが開発を主*したのであつた。 

公国蛋において、ザクの後継搛となる次期主力 MS を開発する計画そのものは、一年戦争のかなり早い時期から存在していた。しかし、高度な汎 
用性の播得やビーム兵器の開発などが遅れたため、実戦に投入されたのは一年戦争末期となった。実際には.一年戦争勃発以前から戦略上の選択 
肢として“地球侵攻”が想定されていたため、地球環境などに適応•特化された“局地戦用 MS” の開発や、ザクの置産そのものが優先されていた。つ 
まり、“次世代搛開発”の優先順位はさほど高くはなく、戦争遂行そのものが優先されていたのである。次期主力 MS 候補の計画上のコードナンバー 
は MS-11 で、機体の運動性の向上を主眼として検討されており、その設計案に基づいた試作機がテストべッドとしていくつか建造されてもいた。 

これらの搛体は、それなりの予測値をはじき出した上で対 MS 戦 M を想定していたが、「ガンダム」の出現によって、その予測値は抜本的に見直さ 
れることとなった。すなわち〔ガンダムの性能は公国羣の想定をはるかに上回っていたのである。そのため、すでに生産が開始されていた機体を 
除く新型 MS の開発計画のいくつかは統廃合され、武装も含めた総合性能の向上が計られることとなった。この時期の混乱もゲルググの開発が遅 
れた要因のひとつである。公国覃にとって「ガンダム」が»威であったのは、この機体が持つ圧倒的な機動性と強靭な装甲に加え、南極条約の制約 
下において最強の兵器であるビーム砲=メガ粒子砲を携行し、戦艦並みの破壊力を併せ持っていたためであった。 MS の機動性は、本来的に“足の< 

遅い’戰艦などに対抗するためのものであり、巨大な設備を必要とするビーム砲の MS への実装=小型化はあくまで目摞のひとつに過ぎなかった。 

公国霣においては、主に冷却搛檇などの問題からビーム兵器の小型化が難航しておリ、水陸両用 MS が水冷式を採用することでようやく目処が立 
ったという段階にあった。ところが、連邦覃が開発した MS は、小型®出力のビーム砲=ビーム•ライフルを摞準兵装としていた。 MS にビーム兵器 
を持たせる事に成功した連邦霣のアドバンテージは、それほど破格のものだったのである。無論、公国軍も MS へのビーム兵器搭 K を懸案として 
おり.戦争中期には水陸両用 MS に実装している。また、戦争後期に開発された檐体のほとんどは、 MS であろうと MA (モビルアーマー）であろうと、なんらかのビーム兵 
器の搭載か携行を実現している。ある意味で MA は.ビーム兵器を運用するための兵器であったという側面もあるのである。 MS とビーム砲の融合は、ジオン公国に於い 
ても喫緊の課題となったのである。かくして公囯蕈の技術陣は、その矜持として、ビーム砲の実装のみならず、“ガンダムを超える” MS として"ゲルダグ”を完成させなけ 
ればならなかったのである。 , 



MS -06 F 


MS-14A ゲルググ 


ゲルググは、ザクに代わる新たなスタンダード=次期主力 MS として誕生した。公国塞が生み出した MS は、 

ゲルググをもって完成したと言っても過言ではない。 

MS-14 ゲルダグが一年戦争末期における傑作搛であることを否定する人はいないだろう。ゲルグダの総合性能は高く評 
価され、次期主力檐選定時に競合した YMS-15 ギャンに大差をつけて採用された。これはゲルダグがエネルギー CAP を 
利用したビーム兵器の小型化に成功していたという蓽実によるものであると言われている。ギャンは、ビーム•サーべ 
ルこそ装備していたものの、ビーム•ライフルは装備しておらず、連邦製 MS の対抗兵器としての要件を满たしていな 
いと判断されたのである。当時、次期主力 MS に求められていたのは、対 MS (白兵戦)能力そのものよりも.対艦戦闘能力であり、重火器の 
使用が可能なゲルダグに軍配が上がったのは自明の事であった。とはいえ、ゲルダグとギャンのコンペティションは、 MS 開発初期のよう 
な厳密なものではなく、ゲルダグの採用そのものは事前にほぼ確定しており、ある種のセレモニーとして執り行われたに過ぎなかったと言 
う説もある。 

MS-14 ゲルグダの開発べースとなった機体は、 MS-06R-2 萵機動型ザクや、06系の最終型とされる MS-06R-3 などであったが、ゲルグダはそ 
れらの開発に従事していた技術者たちを糾合して開発された檐体であり、公国軍の MS 開発担当官が直接指揮を執って開発に当たっていた。 MS- 
14 の基本的なアビオニクスは ZEONIC 社のものだが. 装備されるスラスター類には ZIMMAD 社の技術が援用されており、 MS 用の武装を開発してい 
た MIP 社なども、ビーム•ライフル開発の際に MS 開発局に編入され、同系統の何機«かの機体を OEM 生産している。さらに、各部品の調達の都合によ 
って.各メーカーは独自のライセンス生産も行うようになっていった。つまり、メーカー間で生産技術の均等化が進んだ結果、得意分野ごとに生産をシ 
エアできるようになっていたのである。ゲルググの設計自体、各部位を独立した檇造としていたため、生産をブロックごとに行う事が可能だった。だから 
こそ、生産可能なユニットは先行して供給することが可能となり、短期間で本格的な置産にこぎ著けるまでに至ったのである。また、この機体の完成は、公 
国蛋の MS 開発コンセプトの転換をも体現している。ゲルダグはザク n のように汎用性を重視した機体ではあったが、ビーム•ライフルという大火力の兵装を 

持った事で、実際の運用法がガンダムに近い.より連邦的なものとなっていったのである。特に、同時期に開発された MS-MC ゲルググキャ 
ノンとの連携など、 RX シリーズのガンダムとガンキャノンのコンビネーションに酷似した戦術で運用される事が多かったと言われている。 

また、ゲルダグはザクと同じか、それ以上の汎用性を発揮するよう設計されていたため、最小限のオプションで多様な戦術に対応できた。 
基本的にはノンオプションで最高水準の性能を発揮するが、腕部と背部には.ある程度規格化されたオプションポートが実装されている c 
腕部には、地上への投入やコロニー内での機動力向上などを目的とする補助推進ユニットや、砲擊戦に対応したミサイルランチャー、機関 
砲などが用意されていた。また、膨大な初期加速を必要とする一擊離脱の作戦などに対応するための高機動型バックバックに加え.開発が 
遅れていたビーム•ライフルの代替武装として、水陸両用 MS のビームデバイスを流用したビーム•キャノンパックなど、背部パネルごと換 
針ることができた。例えばザク系の m 体では、この雖の変更でも内 g 部品の魏や腿な翻!!が必要だゥたが.ゲルググはほとんど 
ノ s s 改造でこれらのオプションを脱若し、その上で十分に稼働することが出来たのである。ちなみに、開発が K 争末期であったにも関わらず、 

ゲルググには、 A、B、C、S 以外にもバリエーションが存在する。これは、基本設計として各部パーツやモジュールを分散して生産する軍が可 
f I 能だったためだと言われている。例えば、元々は、ゲルグダとのコンペティションで敗れたギャン系の m 体生産を見越していたエ厣などは' 

1 スペック的に併罔できるパーツをゲルググの生産に流用するなど.ある程度の技術力と規模さえあれば、それぞれのパーツをベースとして 
柱自の機体に組み替える栗さえ可能だったと言われている。また、ゲルググとギャン双方の長所を駐合させ、公国蚤の MS 開発局から MS-17 
I の開発コードを与えられていた機体の開発計画もあり、その链体のための試作品を供給していたエ琢もあったと言われている：そのモジュ 
I ー ルを組み込んだ上で、一部完成していた MS-1 7用の生産ラインを流用して建造されたゲルググなども存在するとされている：そして.終 
戦以降も、それらの開発拠点を接収した連邦蕈で.あるいは公国霣残党の手によって、ゲルグダの系譜は発展し枝けていったのである。 























MS -14 A GELGOOG 


[ MS 開発系譜 一 MS の完成形としてのゲルググー 


ゲルダグは開発当初から各種のオプション装儷が想定されていた。呈本的にはノンオプションで最高水準の性能を発揮するが、地上への投入や特殊な任務への対応を考え、高機動型の 
b タイプやキャノンパックを装備した c タイプなどがパリエーション播として開発段階から想定されていた。後に逄造された更に別タイブのものも、 m 例的に末尾のナンバーや記号で判別 
されるようになっていった。 B タイプの機体などは、 J •ライデン少佐などが搭乗したことでも知られている。一年戦争末期の傑作機 MS -1 4ゲルダグは、先行鑒産型の生産に前後して、いわ 
ゆる A タイプが83機、 B タイプが67機、 C タイプが15機生産され実戦に参加していたとされる。ただし、これらの数®はいくつかの資料の平均値であり.終戰時、122機分に相当する C 夕 
イブの未組み立てノトツが存在すると記録された資料も存在する。特に、ビーム.ライフルの搭黻を見送り、分散して作られたノ〈ーツをベースとして独自の機体に組み上げたェ腰もあつた 
r こめ、間発が戦争末翔であったにも問わらず、多くのパリエーシヨンが存在するほか、ジオン残党が保有してし〉た同系楗も相当数に上るのである。 
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脚部スラスター 

MS -06 R 、 すなわち“高機動型ザク”の直系とも言えるゲルダグは、 R 系の機体と同择に，脚部全体を巨 
大な バーニア スラスター ユニッ トと考えている。また， 06 R 2 型の実働データを基にして、更なる高性能 
化も計られている。ゲルグダの脚部に装備される バーニア スラスター ユニッ トは当初、 ZEONIC 社製の 
ものがそのまま流用される予定だったが、実際には完成までの間に改良が加えられることとなった。 

スラスターの総推力の向上のため、朦部スカートアーマーに 09 R 系の ZIMMAD 社製バーニアの技術採用 
が決定し、改めて 06 R 3 型用のユニットが先行試作搛として共同開発されることとなったのである。また、 

06 R 3 型は、ゲルググの実質的なプロトタイプと目されることもあるが、元々は4搛しか達造されなかっ 
た 06 R 2 型の内の1機を改造したものであるとも言われている。他にも、 06 RP とされる機体の存在を示す資料もあ 
って、当時の開発事情の混迷ぶリをうかがわせる。実際には、ゲルグダのバーニアスラスターの配置や楫造は、む 
しろリック • ドムのものに近いことは一目瞭然である。このことからもゲルグダは、公国軍の MS 開発のノウハウ 
を総觔貝して開発された機体だと言うことができるのである。 

主な武装の変遷 

ビーム 兵器の稼働のため、 MS -14 A は 1440 kw もの出力を持つ大型の熱核反応炉を摞準的に装備している。これは連邦 
軍の RX シリーズに搭鉞されたものをも超える高出力である。このジェネレーターが完成した時点で.公国轚は初めて連 
邦翬のガンダムを超えたと言う車もできる。このモジュールが完成し.さらには安定供給できる技術力とインフラが整 

って、初めてゲルダグはビーム•ライフルのドライブが可能となったのである。無論、メガ粒子を縮退寸前のままで保持するエネルギ - CAP (キ 
ャバシター）システムの確立も必要であった事は言うまでもない。公国翬が開発したエネルギー CAP システムは、連邦系のものと若干アブロー 

チが異なっており.前後してビーム•バズーカなども実用化されている。また、ゲルグダが濩得した 
汎用性には、運用可能な兵装の多彩さももちろん含まれている。機体の生産そのものを各所に分敢 
したことで、ゲルダグの生産そのものはある程度担保されたが、それゆえに武装や機体仕様が、あ 

る意味“乱立”する蓽ともなった。ただし、これは当初より想定済みであったため、ゲルダグはビーム•ライフルの運用を摞準と 
する下位互換を確保している。すなわち.既存の MS 用の兵装は全て実装可能となっているのである。ビーム•ライフルは、ガン 
ダムが装備するものに勝るとも劣らない性能を持ち.ビーム•サーベルは.“ナギナタ’状のビーム刃をユニットの岡端で生成 
するツインソードエミッターが内蔵されている。®論、一方のみでも稼働もでき、連邦製のものより“太い”ビーム刃も生成でき 
るため.より柔軟で変則的な戰術が展開可能である。他にも.ザク•マシンガンなどの実体弾系火器はもとより.ザクのヒート•ホーク 
ドムのヒート•サーベルのような“焼灼’系の兵装も下位互換が確保されており、そのまま運用する事が可能である。 


つ刀の ter ルクタ15じーム•フづノルの 

ャバシター）システムの確立も必要であっ咸 

ZAKU Machine Gun るた$ 

ゃドム 


〆ン 

口- Heat Hawk 

した ^ 

分敗 
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一.:'' : - 


G パーツ （ ABS 樹月旨： ABS ) 


[D パーツ](スチ□ール樹脂： PS ) 


[EJK- % yJ(x2) 

(スチロール樹脂： PS ) 


a* * ~ 
l }&. 'i 




△注意 


必ずお読みください 
，この商品の対象年齢は15才以上です：〈銳い部品がありますので、安全上15才未满には通しません。〉 

_小さな部品があります。口の中には絶対に入れないでください。窒息などの危険があります。 
•ビニール袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください c 窒息する恐れがあります。 
•小さなお子様のいるご家庭では、お子揉の手の届かないところへ保管し、 

お子様には絶対に与えないでください 0 


※このキットの組み立てには + ( ブラス）ドライバーを使いますので別にご用意ください。 


〈組み立てる時の注意〉 

•組み立てる前に説明霱をよく読みましょう。 

•部品は番号を確かめ、ニッパーなどできれいに切り 
取りましょう。切り取った後のクズは捨ててください。| 
•部品の加工の際の刃物、工具、塗料、接簷剤などの 
ご使用にあたっては、それぞれの取扱説明軎をよく 
読んで正しく使用してください。 

•部品の中に1/、やむをえず、とがった所があるものも 
ありますが、気をつけて組み立ててください。 
•塗装にはより安全な「水性塗料」のご使用をおすす 
めします。 


( バーツリスト） ( X 印は使用しないパーツです。） 

I A パーツ丨（スチロール樹脂: PS ) 


I B パーツ ]( スチロール樹脂： PS ) 


I C パーツ丨（スチロール樹脂： PS ) 










































































































































































































※ビスに合ったドライバーを 
ご使用ください。サイズの 
合わないドライバーを使用 
されますとビスを破損する 
場合があります。 



マーキングシール •_ 
ガンダムデカール* 
ビス . 


.1 枚 
•1 校 
.1 本 


(お買い上げのお客様へ〉部品をこわしたり、なくした時は、 r 部品注文カード」に必要な部品 
の記号/番号/数量をはっきり書いて切り取り、郵便局で定額小為替をお翼い求めいただき、 
封霱（裏面に必ず、お客様のお名前、年齢、ご住所を明記してください。）にて下記までお申し 
込みください。なお、やむをえず部品注文カードをご使用できない壤合には発送が遅れる場合 
がございます。ご了承ください。又、部品注文カードはコピー（拡大含む）での使用も可能です C 
代金は、料金表通りです。定額小為替は無記入（白紙）で同封してください。なお、部品の形状 • 
鋈屋で郵送料に過不足が生じるときがあります。部品発送の際に表記額を超える時は不足分を 
請求、表記額以下の時には残額をお返しいたします。また、在雇がない壩合には注文をお断り 
する場合がございます。その際は、お送り頂きました代金（為替）を返送いたします。但し、そ 
れ以外に掛かった手数料等は、お客様負担になりますので、ご了承の程、何卒よろしくお願い致 
します。もし部品に不良品がございましたら、その部品を切り取り.商品名を霤いて、下記まで 
封書にてお送りください。良品と交換させていただきます。ご記入頂きました個人情報につき 
ましては、商品•部品の発送及び惘報の提供以外には使用いたしません。部品注文の方法は、 
HP でもご紹介しております。詳しくは http :// bandai - hobby . net より►お客様へ■部品注 
文「部品が必要になったらこちらのページをご K ください。 J の所をクリックしてください。 

■申し込み先（株）バンダイ_岡相談センター 

〒420-8681驊岡乘酵岡市槩区畏沼500 -1 2 TEL 054-208-7520 

{料金表} •部品代、送料は切り取った1個の料金です。 


FOR USE IN JAPAN ONLY. 


部品番号 

取扱説明書 

デカール類 

その他 

部品代 

150円 

各40円 

各40円 

郵送料 

200円 

80円 

120円 


• 電話受付時間月〜金曜日 

(祝日を除く）10時〜16時 
• 電話香号はよく確かめてお間違い 
のないようにこ•注懑ください。 


0151918 
1 /100 SCALE MG シリーズ v 
MS -14 A 量産型ゲルググ Ver .2.0 ^ 


必要な部品の記号•香号•数量をかく 


>注艾された理由(〇で囲む)(こわした•なくした) 


•日中ご連絡可能な電話番号•年齢 

( - - )( 才） 

R 2001366 '08.04 

2008.04 /T -ON ※コピー使用□」 
































































































































































部品の向きに注意してください 


説明書をよく読んで完成させましよ 


G © 




ガンダムデカールの貼りかた 


〇ガンダムデカールは、転写 
するマークを保護シートと 
一緒にマークより大きめに 
切り出してください。 


I 保護シート| 


©保護シートをはがし、貼る位匾 
を決めてから、ずれないように 
セ□ハンテープ等で固定し、 
マークの 上から ボール ベン等 
の先端の丸い物でこすりつけて 
定着させます。 


パーツの切り取りかた 


〇まず、パーツから少し離れた 
位雹にニッパーの刃を入れ 
て切り取ります。 


©パーツを切り離して持ちや 
すくなつたところでゲート 
跡の処理に入ります。 


ケート 


ランナー 


©ニッパーの 刃を パーツに 密着 
させてゲートを切り取れば、 
きれいに仕上がります。 




_ 


― 一 


組み立て前の基本説明 


G ® 


※組み立て図中に V のついている部品は、形状や向きに 
注意して組み立ててください。 


〔胸部の組立〕 
BODY UNIT 


じ 


©シートを静かにはがし、デカール 
が定着していない部分が残った場 
合はシートを元に戻し、その部分 
を再度こすりつけます。 

※デカールを貼り間違えた場合は、 

セ□ハンテープ等ではがしてください。 


m 


ビーム•ナギナタ 
BEAM NAGINATA] 


頭部 
[HEAD UNIT] 


[LEFT ARM] 


[BODY UNIT] 


[RIGHT ARM ] 


[WAIST UNIT] 


[RIGHT LEG] 




シールド 


SHIELD) 


【LEFT LEG] 


岡 


ビーム•ライフル 
BEAM RIFLE] 






























































































•ン組立囡中の 
記号税明 


a 


両剽に同じ パーツを 
取り付ける 


D 


向さに注意して 
組み立てる 




n 




，复 


I ,, 


, . 5 . 




fmt 
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PRINCIPALITY OF ZEON 


MS Tracks in U.C.0079 


Battle of A Baoa Qu ( ア • バオア • クーの戰い） 

U . C . (宇宙世紀）0079年12月31日、一年戦争は最終局面を迎えようとしていた。公国軍が照射したソーラ • レイによって主力のレビル艦隊を喪 
失した連邦軍は、残存艦隊を再編成し宇宙要塞アリ C オア•クー^^と進擊を開始。総帥ギレン • ザビの命令一下、アづ(オア•クーの港湾から、あるいは 
艦艇のノ \ッチから、空母のカタノ （ ルトから出擊した無数の MS がそれを迎擊する。ザクが、リック • ドムが、そしてゲルグダが、要塞の周囲を埋め尽くさ 
んばかりに展開する。「ククク……圧倒的じゃないか、我が軍は J キシリアのグワジンが入港し、入れ替わるようにジオングが出擊する。グラナダから 
出擊してきた艦の数が合わないことをいぶかしみながらも、ギレンは臨箱応変に命令をくだす。戦況はさらに煙烈を極め、無数の光亡が閃いては消 
えていった。新たに出現した連邦艦隊への対処を済ませ、戦況が有利に展開している事を確 , 

認したキシリアは、ギレンの傍らに歩み寄り、銃口を後頭部に押し当てながら父デギンへの# 

仕打ちを糾す。「冗談はよせ… J 「意外と…兄上も甘いようで」キシリアはギレンを父殺しの —'一 vv • • * 

咎で自ら裁き、混乱に乗じてア•パオア•クーの司令部を掌握する。ところが戦況は一転し、一 
連邦軍は傲然と攻め寄せる。「しかし、ゲルググ、ドムの動きが目立たなのはどういう訳だ ？ J 
r はっ、学徒動員のパイロットが多いようで…… j 糖転を利かせて補佐に付いたトワニンクは 1 
状況を奏上するが、キシリアは冷徹に現状を見極めていた。連邦軍は続々とア•ノてオア•ク 
し始め、ジオングの擊沈を確認したキシリアはトワニングを呼んで耳打ちする。 ra * 

の脱出15分後にここを降伏させるがいい」「しかし今となっては脱出こそ至難の技かと…… J 
すでに戦闘はア•パオア•クー内で展開していた。ドロス、ドロワの両空母はすでに喪われ、ア* 

) (オア • クーは今まさに陥落しようとしていた。ゲルググやザクだった鉄塊が、坑道のあちこ 
ちで爆煙に身悶えていた……。 





ハ。イロツト 


パイロット本体の逢 S 色 

ホワイト（55% >+イエ□-グリーン(35%) 

+ブラック <10%> 

ヘルメットなどの遑袋色 
ホワイト(90%) エローグ J -ン(5%) 
，ブラック（5%) 

バイザーの! I 装色 
スカイブルー（100%) 


說賙纖色 




ワンポイントステップ 


-One point step- 


スミ入れしてみよう！ 

ぬダムマーカー/スれ用(別 
売り）などを使用して、キットのス 
ジ彫りを塗装することで、立体想、 
リアル應が増します。ス^入れす 
るだけで見違えるような仕上が 
りになります： 




【 before 】 


1/100 SCALE MASTER GRADE 





















い - 八 … - y 


MS -14 A GELGOOG 



mm 


A 81 体背面からマウントアームが展開し,前面 
I こスライド T ることにより_引き出し-のアクシヨ 
ンを実現0 


▲ビーム•ナギナタはシール K « 
面のウエボンラッチにマウントが可能。 


▲ ビーム•ナギナタ、ビーム•ライフルはそれぞれ 
ソードタイプ、グレネードタイプに差し換えによる 
撕が可能 c 


MS-14A GELGOOG MECHANISM 

ゲルググの開発にあたってはザクの設計思想を受け継いでおり、 
量産型と言えどもそのスペックは先行型とほぼ変わりはなく 
非常に高い完成度の機体となっている。 


► 指揮官*！は頭部にブレード 
アンテナが装«されており、 
通«系のモジュールも強化 
されている。 


Normal I Stabilizer 

type I type 


▲ 腰部 スカートアーマー ICC されたスラ スター 
は^大気田内での運用も考«に入れノ V イブリット 
化が回られている。 


► 06 R 系の a ® 力を 
向上させたスラスター • 
ユニットは、空間！ KH 能 
力の大輔アップを実現 
している。 


MODEL NUMBER : MS-14A 

Height :195m 

Weight : 42.It 

Full weight : 73.3t 

Generator output : 1.440kw 

Armor materials : super hard steel alloy 


►アームユニットは人体 
に近い可動橘造が与えら 
れ、あらゆる武装•状況に 
対応できるよう設計され 


► B アーマー 部は、インナ 
ーフレームに連動したス 
ライド 雄 橘が組み込まれ. 
スムーズな可動が実現さ 
れている。 


▲モノコック橘造とユニット化されたパーツ構成により 
汎用性、メンテナンス性に優れ、多重構造による装甲の 
強化が0られている。 


Weapons 
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H 囝因 


LEG UNIT 




ド 



組立で使用するパーツ 


囚 


回 


固 


(X 2) 


0( 


! Wl 
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:: 


口■⑽ n ] 輕 


mt 
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□ (xz) fPC-2011 




illlum 


mm 】; 



•:•組立囡中の 
記号税明 


I #ii 部 s を致鐘の n 

IxCjes 作ります mm 


向きに注意して 


組み立てる 


■ 1__1 

































































































































































































































1101111 WAIST UNIT 


• 組立 E . ID で使用するパーツ 




[PC-2011 





〔腰部の組立〕 

1❷ 


<1> 

WAIST UNIT 

F ❺ 

<2> 


.〇 ni Ur 



※マーキングシールを貼る場合には、 P 21 を参考に 
シールを貼ってください。 
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® 切り取る [® i ] 1 

部分 圖 f 































































































































































































— 〇右 

❻去 

右 S ち财 
® T 

"— ^— ® 右 

©一. 


B 部スラスターカパー 






め -.6 ••-- 


モノアイ 


I 7^ 


二 ",^ f II i '» 

藤:: 




(§) (§) 

※余ったマーキングシールやガンダムデカールは好きな所に貼って下さい。 





甬足かかとに 






@ 

T ^ T -@' 反対_は 

④卜. 



Seal 

〈シール〉 


下の図を見て、マーキングシールやガンダムデカールの 
貼る位匾を確認してください。 


【ガンダムデ カールの 貼りかた] 

1. 転写するマークを大まかに切ります。 

2. 転写する場所に経く押さえ、ボールベン等の先の丸い物で上から鼹くこすりつけます。 

3. シート部分を静かにはがし、転写していない部分があれば、もう一度転写していない 
部分をこすります。 




マーキングシールは「ひらがなの鼎文字 J 、ガンダムデカールは 
r アルフアベットの白文字 j で表記してあります。 

【例】 ® •••マーキング シール〇 •••ガンダムデ カール 




このマーキングシール及びガンダムデカールはプラモデルオリジナルのものです。 
貼り指示は一例ですのでイメージに合わせてお貼りください。 
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ジオン公国軍 

汎用モビルスーツ 

MS -14 A BS 型ゲルググ Ver .2.0 

1门00スケールマスターグレードモデル 


MS-14A GELG00G 寧 














